
はじめに 

 

 わが国では、少子高齢化や単独世帯の増加が進み、家庭内 

での支え合いの機能が低下するとともに、地域のつながりが 

希薄化しています。 

 これらを背景に、これまで、家族や隣近所など、身近な 

ところで支えられていた困りごとを、誰にも相談できないま 

ま抱え込み、周囲から孤立する人や、複雑な課題を抱える人 

など、これまで以上に生きづらさや困難を抱えている人が増えています。 

 このような状況に対応するため、すべての人が住み慣れた地域で自分らしく、 

安心して暮らせるよう、誰もが「 支え手」 受け手」という関係を超えて、役割をもち、 

お互いの人格や個性を尊重し合い、支え合いながら地域をともに創っていく 地域 

共生社会」の実現が求められています。 

 久留米市では、これまでも地域福祉計画を策定し、地域住民の皆様や関係機関の 

皆様と協働し、支え合いのまちづくりを進めてきました。 

 この「 くるめ支え合うプラン」は、そうした基盤を活かしながら、地域共生社会の 

実現に向けて、より一層、支え合いのまちづくりを推進していくため、久留米市社会 

福祉協議会とともに、地域住民の皆様や関係機関の皆様のご協力を得ながら策定 

しました。 

 そして、この計画に掲げる、久留米市のめざす姿 支え合うこころあふれるまち 

「くるめ」を実現するためには、地域住民の皆様や関係機関の皆様と取組みを推進し 

ていくことで、人々の関係を豊かにし、寄り添う体制を整え、地域をともに創る人を 

育んでいくことが欠かせません。久留米市では、皆様とともに、この計画の推進に努 

めてまいりますので、一層のご理解とご協力をお願いいたします。 

 結びに、この計画の策定にあたり、ご協力いただきました皆様に厚くお礼を申し 

上げます。 
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